
大規模林業圏開発林道事業 若桜・江府線 三朝区間
わ か さ こ う ふ み さ さ

１．事業の概要

延 長： 8.2 km（開設） （※区間全線は16.9km うち8.7km既完成）

幅 員： 7 m

工事期間： 10 年間

受益面積： 522 ha

関係県・町：鳥取県、三朝町
とっとりけん みささちょう

２．目的・必要性

豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な林道を整備し、林業を中心とした総合的な地

域振興を図ることを目的とする。

本区間の受益地内人工林は間伐等の手入れの必要な状況であり、森林の適切な管理、木材流通の

促進のため、林道網の整備が急務となっている。

また、当区間に対しては、岡山方面から名勝地である小鹿渓における森林の総合利用や観光施設
おじかけい

への入込みに際してのアクセス条件の改善、三朝町曹源寺、穴鴨集落から同町小河内集落を連絡す
そうげんじ あながも お ご う ち

ることによる地域の活性化などが期待される。

３．費用対効果分析の結果

総費用(c)： 5,511百万円，総効果(b)： 7,528百万円，費用対効果(b/c)：1.37

＜主な便益＞

・木材生産効果（木材生産増進効果等） 5,547 百万円

・造 林 効 果（森林整備増進公益効果等） 1,684 百万円

・森林関連効果（保健休養効果等） 108 百万円

４．検討

【効果】

本区間の整備により、

・ 地域の林業生産活動の振興（森林の適正な管理、主伐材・間伐材の流通促進、森林施業コスト

の縮減、就労条件の改善）

・ その他産業の振興（岡山方面から小鹿渓における森林の総合利用や観光施設への入込みに際し

てのアクセス条件の改善）

・ 三朝町曹源寺、穴鴨集落と同町小河内集落を連絡することによる地域の活性化

等に資するものである。

また、接続する関連公道については、当区間の工事に併せて改良予定とされており、地元自治体

からの要望も強いことから、早期完成を図る。

【留意事項】

事業の実施に当たっては環境保全調査を行い、その結果を踏まえ自然環境の保全に十分配慮し

つつ事業を実施することとする。

５．日程・手続き

当年度事業費の確定：３月支出負担行為実施計画承認後

６．事業に対する意見等

平成 9年12月 三朝町に対し早期着工の要望（地区区長協議会）

平成11年 1月 農林水産省に対し早期着工の要望（三朝町、議会）

平成12年 5月 大規模林道三朝区間開設促進協議会設立

平成12年11月 農林水産省に対し早期着工の提案（鳥取県大規模林業圏開発推進協議会）

平成13年 8月 鳥取県知事に対し早期着工の要望（三朝町）

平成13年11月 農林水産省に対し早期着工の要望（三朝町）

平成13年11月 農林水産省に対し早期着工の提案（鳥取県大規模林業圏開発推進協議会）

（反対意見等は特になし）


